
「中間まとめ」に関する投書等 

 

 差出人 内容 対応 

1 都内のハローワー

クで刑務所出所者

等の就労支援事業

に携わっておられ

る男性（手紙、メー

ル） 

・団塊世代によるＮＰＯ法人

を立ち上げ準備中。その事

業の一つとして、若者への

キャリア教育、学校への講

師派遣、若年就労困難者へ

の就労相談、支援も考えて

いる。 

・今後の活動のご参考に。 

・直接お目にかかり、お話

をうかがう。 

 その後、刑務所出所者の

就労支援に関する日本経

団連等の活動についても

問合せがあり、関係省庁

に紹介。 

 

2 ジャーナリストの

男性（手紙） 

・日経新聞に掲載された田村

座長の文章にある「エミー

ル」の言葉は本質をついた

もの。 

・本気でやる人が少ない。人

材を生かせるシステムが

ないか、役人が無能なので

はないか。 

（・田村座長と親交のある

方からの私信的なもの

と思われるため、事務

局としては特に対応せ

ず。） 

3 公益法人に勤務さ

れている女性（手

紙、メール） 

・「学ぶ意欲のある若者」に対

しての支援が急務。特に

「学ぶ意欲がありながら

家庭の経済的困難で学ぶ

機会を奪われることのな

い仕組づくりが必要で、奨

学金制度の充実を。 

・奨学金について、現行制

度及び文部科学省の回答

を添えて返答。その後さ

らにメールを頂いたた

め、電話でお礼と補足説

明。 

4 市の中学校相談員

をしておられる女

性（手紙） 

・平穏だった生徒が、特に養

育環境により様変わりし

ていってしまう事例が毎

年あり、如何ともしがたい

現実に空しさを覚えるこ

ともある。彼らに自尊感情

や肯定感を育てるには早

期キャリアカウンセリン

グの継続が必要ではない

か。 

（・田村座長と親交のある

方からの私信的なものと

思われるため、事務局と

しては特に対応せず。） 

 


